
第5回　関西元気な地域づくり発表会 

〈地域資源活用〉 

1．活動方針・目的 

＜川からのにぎわいづくり・元気づくり＞ 

　（1）水都大阪の川面そのものを活用して新たな夏の観光資源とすることをめざす。 

　（2）実施時期は、天神祭本祭の始まりとされる「星愛七夕まつり」と期を一にした七夕とし、 

　　　　広く人々の心に愛と希望の光を灯すことをめざす。 

　（3）ふだん見られることのない川面を見つめる機会を提供することによって、水資源、 

　　　　水環境に対する感謝の気持ちを醸成することをめざす。 

 

2．活動内容 

　　一般市民に、LEDを光源とする直径約10cmの光る玉「いのり星」の放流権をご購入いただき、 

　　七夕の夜に大川に放流し天の川を出現させる。 

　　【実　績】2009第0回　2万個を放流 

　　　　　　　2010第1回　5万個を放流予定　※人々に定着させ、毎年実施する予定 

 

3．他の活動団体の参考となる事例 

　　○「いのり星」の放流・回収については河川管理者の一時占用許可を得なければならないが、河川

　　利用者の協力があると円滑に進めることが出来る。 

　　○放流権を購入した参加者は自ら放流したいという希望を持つため、参加者放流が可能な運営が求

　　められる。 

　　○回収は迅速に実施し、放流域以外に流出した場合はすみやかに回収する、あるいはしていただけ

　　るよう事前調整をしておくことが必要である。 

 

4．今後の課題等 

　　○規模が必要なイベントで実施費用が大きな金額になってしまうため、幅広く多数の市民から参加

　　を得なければならない。また、多くの参加を得るためには、運営費用が発生しない放流権の販売所

　　が多数必要である。これらを多様な機関との連携によって克服して行かねばならない。 

　　○同等の内容を実施したいという地域づくり団体からの要請が多く、これらへの対応を積極的に進

　　めていきたい。 
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